
 

「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 82 回 

『「賢明なるオアシス」 〜 『一日一言』の処方箋 〜』 

 

筆者が理事長を務める恵泉女学園の事務局長から、2021年 11月 7日（日）『第

33 回恵泉女学園大学学園祭 2021 年度恵泉祭』で、『「生涯就業力推進セン

ター 私が考える生涯就業力論文コンテスト」があります。そこにご出席くださ

い。』との連絡を頂いた。 『2021 年 7 月末より本学の在学生に対して募集

を開始した。私が考える「生涯就業力」論文第一回テーマ ～ 私のいまま

で、そしてこれからを見つめる生涯就業力 ～ について、各界をリードす

る有識者の方々に客員教授としてご参画いただく、本学の生涯就業力推進

センター「アドヴァイザリー・ボードメンバー」兼 本学客員教授の皆様よ

り、専門的な視点から論文の講評をいただきます。』と紹介されていた（画

像 1,2）。 

 

100年前に、一人の日本人が立ちあがった。『武士道』(1900年)を記した新渡

戸稲造(1862-1933)である。 新渡戸稲造は、国際連盟 事務次長（1920〜1926）

も務める。 新渡戸稲造は 世界中の幸せを願い、世界中の叡智を結集させよう

と努力した。 そして 1922 年に国際連盟に“知的協力委員会”（後のユネスコ）

を参集した。 この委員会には 哲学者のベルグソンや物理学者のアインシュタ

イン、キュリー夫人らが委員として参加、第１次世界大戦後に困窮が著しかっ

た各国の生活水準の調査や知的財産に関する国際条約案を検討し、各国の利害

調整にあたった。 思えば、今は亡き原田明夫 検事総長と、2000年『新渡戸稲

造 武士道 100周年記念シンポ』、『新渡戸稲造生誕 140年』(2002年)、『新渡

戸稲造没後 70年』（2003 年）、さらに『新渡戸稲造 5000円札さようならシン

ポ』(2004年）を 国連大学で開催したのが 走馬灯のように駆け巡ってくる。 「日

本国の処方箋」は、実は「今ふたたび、新渡戸稲造！」に、具象的に内包され

ているのではなかろうか！ 来年（2022年）は、『「知的協力委員会」設立 100

周年 ＆ 新渡戸稲造生誕 160周年』である（画像 3：2016年 本郷の訪問看護ス

テーションの看護師によって作成された相関図）。 

 



『非専門家が「世間に認められた専門家」になる現象化』の問題点の指摘、『「救

済（人間愛）と科学」の懸け橋としての科学者の役割』の提言は、「科学的に

分かることと、分からないこと」を明確にし「陣営の外」に出る科学者として

の「良心・胆力」を示すものであり、「曖昧なところは曖昧」と説明し、「最

初から最悪の状況」を想定し、それにうろたえることなく、冷静に問題解決に

当たる「先憂後楽」の姿勢が有用であることは、過去の歴史が繰り返し説明し

ている。 筆者は、新渡戸稲造の『一日一言』 (1915年)の 11月 25日付けの文

章を改めて読み直した。「事の是非曲直、政治の長短、学理の真偽は、飽くま

でも、しかも冷静に明らかに争うべし。—— 水かけ論や、—— 揚げ足取りは聞か

ぬもよけれ、いわぬに勝るなり。——」とある。 まさに、「賢明なるオアシス」

である。 

  



 

 

画像 1 



 

 

新渡戸 稲造（にとべいなぞう、1862年9月1日（文久2年8月8日） - 1933年（昭和8年）10月15日）は、日本の教育者・思想家。
農業経済学・農学の研究も行っていた。国際連盟事務次長も務め、著書 Bushido: The Soul of Japan（『武士道』）は、流麗な

英文で書かれ、長年読み続けられている。東京女子大学初代学長。東京女子経済専門学校（東京文化短期大学・現：新渡
戸文化短期大学）初代校長。
「知的協力委員会」(1922年) は、当時、国際連盟の事務局次長であった新渡戸稲造が、事務を担当し、12名の有識者メン
バーからなり、議長は、ベルグソン（哲学者）であり、アインシュタイン、さらには、キューリー夫人も、メンバーである。

矢内原 忠雄（やないはらただお、1893年（明治26年）1月27日 - 1961年（昭和36年）12月25日）は、
日本の経済学者・植民政策学者。東京大学総長。日本学士院会員。正三位勲一等瑞宝章。愛

媛県今治市に四代続いた家系の医者の子として生まれる。旧制第一高等学校に在学中、無教
会主義者の内村鑑三が主催していた聖書研究会に入門を許され、キリスト教への信仰を深めて
いった。東大に入学後は、吉野作造の民本主義や、人道主義的な立場から植民政策学を講じて
いた新渡戸稲造の影響を受け、思想形成を行っていった。

内村 鑑三（うちむらかんぞう、万延2年2月13日（1861年3月23日）- 昭和5年（1930年）3月28日）は、

日本のキリスト教思想家・文学者・伝道者・聖書学者。福音主義信仰と時事社会批判に基づく日
本独自のいわゆる無教会主義を唱えた。「代表的日本人」の著者でもある。万延2年（1861年）、
高崎藩士・内村宜之とヤソの6男1女の長男として江戸小石川の武士長屋に生まれる。

南原 繁（なんばら しげる、1889年〈明治22年〉9月5日 - 1974年〈昭和49年〉5月19日）は、日本の政治学
者。1907（明治40）年７月、第一高等学校入学（新渡戸稲造校長）。1910（明治43）年７月、東京帝国大学
法科大学政治学科入学。1911（明治44）年内村鑑三の聖書講義に加わる。東京帝国大学の総長を務め
た（1945～1951）。東京大学名誉教授。

新島 襄（にいじまじょう 、天保14年1月14日（1843年2月12日） - 明治23
年（1890年）1月23日）は日本の宗教家、教育者。学位は理学士。同志
社英学校（後の同志社大学）を興した。明治六大教育家の1人に数えら
れている。天保14年（1843年）、江戸の神田にあった上州安中藩江戸
屋敷で、安中藩士・新島民治の子として生まれる。1867年にアメリカの

アーモスト大学に入学。日本人として、はじめて学士号を取得。また、
在学中に、のちに札幌農学校教頭となるウィリアム・スミス・クラークか
ら科学の授業を受けていた。この縁でクラークは来日することとなった。

吉田 富三（よしだとみぞう、1903年（明治36年）2月10日 - 1973年（昭和48年）4月27
日）は、日本の病理学者。福島県石川郡浅川村（現・浅川町）生まれ。

ラットの腹水癌である吉田肉腫と腹水肝癌の発見で実験腫瘍学に新たな扉を開いた。
財団法人癌研究会癌研究所長、日本学士院会員、日本学術会議会員・副会長（第6
期）、国語審議会委員（第1-6期）などを務めた。
『対話学がない』

勝 海舟（かつかいしゅう） / 勝安芳（かつやすよし、文政6年1月30日〈1823年3月12日〉 - 明治32年
〈1899年〉1月19日）は、江戸時代末期（幕末）から明治時代初期の武士（幕臣）、政治家。位階勲等爵位
は正二位勲一等伯爵。山岡鉄舟、高橋泥舟と共に「幕末の三舟」と呼ばれる。当時、再三暗殺の標的に

されたが、一度も自分の剣を血で濡らすことはなかった。“ナニ蚤や虱だと思えばいいのさ。肩につか
まって、チクリチクリと刺しても、ただ痒いだけだ、生命に関りはしない”。

樋野興夫 （ひのおきお）順天堂大学教授プロフィール順天堂大学医学部病理腫瘍学教授,学校法人恵泉女学園
理事。1954年島根県生まれ。癌研病理部,米国アインシュタイン医科大学肝臓研究センター,米国フォックスチェースがんセンター,
癌研実験病理部長を経て現職。日本家族性腫瘍学会理事長,日本癌学会理事,日本肝臓学会の評議員ほか,第99回日本病理学
会総会会長を歴任。肝臓および腎臓の研究で,日本癌学会奨励賞,日本実験動物学会賞,癌研究会学術賞,高松宮妃癌研究基金
学術賞,「新渡戸南原基金」第一回「新渡戸南原賞」,「アスベスト中皮腫外来」で東京都医師会賞などを受賞。2008年1〜3月順
天堂大学医学部附属順天堂医院で「がん哲学外来」を開設,予約が殺到する。その後,都内や横浜で同外来を開設し,各地で好評

を得る。 夢は、『7人のサムライ＝勝海舟・新島襄・内村鑑三・新渡戸稲造・南原繁・矢内原忠雄・吉田富三』と天国でカフェを
開催すること。

斎藤 宗次郎（さいとうそうじろう、1877年2月20日 - 1968年1月2日）は、岩手県
東和賀郡笹間村（現・花巻市）出身のキリスト教徒。

無教会主義キリスト教徒である内村鑑三の最も忠実な弟子の一人で、その死
に至るまで身の回りの世話をした。また、『雨ニモマケズ』のモデルとも言われて
いる。

新渡戸稲造 は、第一高等学校の校
長の時（1906-1913）、「学生は、校

長室は敷居が高いので、相談に来
づらい」と、学校の近隣に、木曜日
の午後、カフェの場所を設定し、そ
こには、当時、第一高等学校の学
生であった矢内原忠雄も、参加して
いた。矢内原忠雄 は「本郷通りに、

悩める学生の為に、カフェを開くの
が、夢」であったが、夢果たせずに

胃癌で亡くなった。

吉野 作造（よしのさくぞう 1878年（明治11年）1月29日 - 1933年
（昭和8年）3月18日）は、大正時代を中心に活躍した日本の政治

学者、思想家である。東京帝国大学で教壇に立ち、大正デモクラ
シーの立役者となった。 1878年（明治11年）、宮城県志田郡大柿
村96番地（現・大崎市古川十日町）に木綿織物の原料を扱う糸綿
商吉野屋の長男として生まれた。

山極 勝三郎（やまぎわかつさぶろう、1863年4月10日（文久3年2月
23日） - 1930年（昭和5年）3月2日）は、日本の病理学者。人工癌研

究のパイオニアとして知られる後に同郷の医師である山極吉哉の
養子となり、ドイツ語を学びつつ医師を目指した。1885年に東京大

学医学部（のちの東京帝大医学部）に入学し、卒業時は首席という
成績を残す。1891年に東京帝大医学部助教授となる。1892年からド
イツに留学し、帰国後の1895年に東京帝大医学部教授に就任。専
門は病理解剖学。特に癌研究では日本の第一人者であった。1915
年には世界ではじめて化学物質による人工癌の発生に成功。1919
年に帝国学士院賞を受賞。1923年には帝大を定年退官。1928年に
ドイツからノルドホフ・ユング賞を受賞。1930年、肺炎で逝去する。

影響

弟子

21世紀の
新渡戸稲造

同級

ウィ リ アム・ スミ ス・ クラーク（William Smith Clark、1826年7月31日 - 1886年3月9日）は、アメリ
カ合衆国の教育者。化学、植物学、動物学の教師。農学教育のリーダー。札幌農学校（現北海道

大学）初代教頭。同大学では専門の植物学だけでなく、自然科学一般を英語で教えた。この他、学
生達に聖書を配り、キリスト教についても講じた。のちに学生たちは「イエスを信じる者の誓約」に
次々と署名し、キリスト教の信仰に入る決心をした。日本ではクラーク博士として知られる。

札幌農学校
2 期生

二宮 尊徳（にのみや たかのり）は、
江戸時代後期の経世家、農政家、思想家。

西郷隆盛坂本竜馬

札幌農学校
2 期生

がん哲学の源流

米での教え子

吉田松陰（よしだしょういん、文政13年8月4日（1830
年9月20日）-安政6年10月27日（1859年11月21日）
満29歳没。日本の武士（長州藩士）、思想家、教育
者。一般的に明治維新の精神的指導者・理論者・
倒幕論者として知られる。私塾「松下村塾」で、後の
明治維新で重要な働きをする多くの若者を育てた。
“かくすればかくなるものと知りながら やむにやま
れぬ大和魂”

佐久間象山、大久保利通、
木戸孝充、伊藤博文、
大隈重信、板垣退助

武士道サムライ精神

Alfred G. Knudson
(1922 年 8 月 9 日-2016 年 7 月 10 日) はアメリカの医師、がん遺伝学に特化した遺伝学者。菅野 晴夫（すがのはるお、1925－ 昭和後期-平成時代の腫瘍学者。

大正14年9月13日生まれ。癌研究会癌研究所病理部長をへて,昭和48年所長。のち同癌化学療法センター所長。
白血病細胞の再分化の研究などで知られる。平成15年文化功労者。18年癌研究会顧問。山形県出身。東大卒。

恩師

恩師

新島 八重（にいじま やえ〉、弘化2年11月3日（1845年
12月1日） - 昭和7年（1932年）6月14日）は、江戸時代末
期（幕末）から昭和初期の日本の女性。新島襄の妻。

夫婦
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